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戦場の彼方に位置づく戦争コミック

――アンネ・フランクのコミックにおけるトランスナショナルな表象をめぐって

ケース ･ リベンス

竹内美帆 訳

はじめに

2009 年 5 月に、インドのマスコミは、パリシミタ・シング（Parismita 

Singh）作の『The Hotel At the End of the World（世界の果てにあるホテル）』

の出版を、自国の最初のグラフィック ･ノベルの一つとして歓迎した。この重

層的な物語は、北東インドに住むペマとその夫によって経営されるホテルを舞

台としている。本作は、インドに隣接している中国への旅行者やホテルのオー

ナーである夫婦自身の語りによる物語であり、仏教の伝説的な寓話を連想させ

る。例えば、英国戦争コミック「Commando（コマンド）」のファンであるペマ

の夫は、マニプール州での第二次世界大戦を思い出し、戦時中、ナガ丘で望郷

の念に駆られた日本人の軍人についての話をする。こうして、地元の民話や作

者の個人的な経験を含む様々な想像源の中で、第二次世界大戦を表象するコ

ミックも打ち消しがたい役割を果たしている。

インドは、欧米のコミック・ファンが憧れる国として際立ってはいないが、

古代インド神話を主題とするコミックが少なくなく、注目に値する。そして、

先述した「Commando」という戦争コミックの登場が示すように、戦争コミック

は世界の最大の民主主義国であるインドにおいてさえも目新しいものではな

い。とは言え、このジャンルは、高級将校の息子であるアヂチヤ・バクシ（Aditya 
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Bakshi）が「Indian war comics（インド戦争コミック）」シリーズを出版し始

めた 2008 年に再び盛り上がってきた。このシリーズは、緊張感の高い冒険も

のの形で、ここ数十年で傑出している軍人を描いている。ただ単に楽しませて、

すばらしい英雄たちを紹介するのではなく、若者たちを始めとする一般読者の

間に自国インド軍に対する敬意を回復させることを目的としている。

このインドの具体例はいくつかのことを示唆している。まず最初に、戦争コ

ミックは、コミックを読んだり出版したりするような伝統が一般的にあまりな

い国にすら見られる、もっとも根強いジャンルの一つだということである。そ

の国においてさえ、第二次世界大戦は、コミックの題材や想像源となっている。

第二に、インドなどにおける「グラフィック ･ノベル」という名の使用につい

て、これはコミック界の比較的新しい発展やジャンル分けが世界的な規模で認

識されていることを示唆している。コミックの形態や内容は、地域性において

多種多様であるにもかかわらず、コミック文化は一定水準までまさにグローバ

ルな現象であるものといえるのかもしれない (Sabin 1996)。

第三に、「コミック・ブック」と区別される「グラフィク・ノベル」という

名称の使用が暗に含んでいる意味は、コミックのどの種類であっても、その社

会的で文化的な価値や、特定の読者層との関連、さらにコミックという表現媒

体に対するある種の期待を表している（この 2つの用語の明確な区別について

同意しようが、しなかろうが）。しかし、それは明白ではないが、「グラフィック・

ノベル」に対する暗黙の期待や認識を私たちが持っているということを伺わせ

る。文学を中心とした大手出版社であるインドのペンギン・ブックス社（Penguin 

Books）が、教養の高い大人の読者を狙ってグラフィック・ノベルの出版に挑

戦することは、インド軍の評判を高めることを望んだものであり、煙だらけの

戦場を描くコミックを描くことと、子どもをターゲットにした読者層に向けて

描くこととは目的が明らかに違っている。

いずれにせよ、これらのインドの 3例に共通するのは、戦争場面の存在であ

る。すべてのコミックがあからさまに第二次世界大戦について言及していると

いうわけではないが、ここで描かれる戦争というテーマは、戦争コミックとい

うジャンルに限らず多くのコミックにくり返し登場する。世界中のコミックに

その表象が多数描かれるという事実から、第二次世界大戦がまさにグローバル

な戦争であったということがわかる。さらに、第二次世界大戦が全面的戦争で

あったことは、厳密には軍事的な枠組みの外側を舞台としている数多くのコ

ミックを読む際に明確になる。その意味で、コミックにおける戦争の描写が実

際の戦場の彼方までに至ると言える。

1　戦争コミックの発展

いずれにせよ、「戦争コミック」とは何かについての認識は、戦闘シーンや

男性的英雄精神に基づいており、特に、「Jeep Comics（ジープ・コミックス）」

や、その後の「Two-fisted tales（トゥ =フィステッド・テイルス）」「Frontline 

combat（フロントライン・コンバット）」のような、戦争をそれほど賛美しな

い、よりリアリスティックな形で表象した 1940 年代以降のアメリカン・コミッ

クに代表される (Riches 2009, Conroy 2009)。ヨーロッパでは、フランスの

「Garry（ゲリー）」やスペインの「Hazañas Bellicas（ハザニャス・ベリカス）」

などのように、1950 年代以降、同様のコミックが数多く登場した。その中に

は、イギリスで 1961 年に始まった「Commando」シリーズもあったが、その翻

訳版は西欧諸国やカナダで普及し、英語版は英国だけでなく、南アフリカやイ

ンド、さらにオーストラリアなどの国々にも流通していた。それと併行するか

のように、日本マンガと、チリのいわゆるヒストリエタス（historietas）も

戦時中の戦闘機長と戦車師団を描いていた。これらの何千点もの数えきれない

ほどの戦争コミックは、多くの読者を楽しませながら、「英雄」とは何かを知

らせ、愛国心を助長させたが、戦争の経験について教えただけでなく、コミッ

クに対する期待をも形成してきた。

この衰えることのない世界的な生産の結果見えてくるものとは、「戦争コミッ

クとは何か」という一般概念が、「英国モデル」と呼びうるものに基づいてい

るということである。「戦争コミック」は、このジャンルが存続する国が少な

い中、英国では特に根強い現象であるといってもよいからである。しかし、「戦

争コミック」というラベルは、英雄的軍人をめぐるアクション中心の英国産の

コミックに当てはまりがちであるが、ジャンルとしての戦争コミックは、近年

の武力紛争をも取り上げながらさらなる発展を成し遂げてきた。

特に、1960 年代以後、コミックそのものは、主人公や場面、そして物語の
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多様性を増してきた。それは伝統的な表現であれ、より先駆的な表現であれ、

これまでコミックの読者層と見なされてきた子どもを読者層に限定せず、従来

の冒険ものやギャグものもかなり登場する。この過程の結果の一つは、近年、

欧米で「グラフィック ･ノベル」として評価されているものである。

よく知られている傑作として、アート ･スピーゲルマン（Art Spiegelman）

「Maus（マウス）」と中沢啓治「はだしのゲン」が挙げられる。これらは、グラフィッ

ク ･ノベルの可能性を明示する点で国際的に重要な役割を果たしてきた。しか

しながら、それらがどのように評価されてきたかは慎重に見極めなければなら

ない。まず第一に、これらの作品はコミックになじみのない読者と評論家の好

奇心をそそり、「例外」として注目された。彼らは、これらの作品がコミック

でもあることを無視して、その文学としての品質を強調したあまり、それを広

義のコミック界から切り離してしまった。第二に、第二次世界大戦という紛れ

もなく共有された歴史的な主題にもかかわらず、これらは「戦争コミック」と

してほとんど論じられなかった（Ribbens 2010）。ただし、戦場の（主に軍事

的な）描写を超えた、もっと幅広く包括的な「戦争コミック」観もありうる。

1939 年から現在に至るまで、世界中で制作されてきた第二次世界大戦関係の

コミックを視野に入れると、第二次大戦の諸側面の描写における多様性が見え

てくる。暴力は描かれてはいるが、抽象的な描き方は珍しくはない。個人の経

験に焦点をあわせることによって、戦争の出来事を描写することが多いが、そ

の視点は、軍人でも民間人でもありえる。そして、物語の舞台は必ずしも戦場

に限らない。登場人物が戦時中の社会がもたらす制限に直面するとしても、場

合によって複雑な形で、場合によって図式的に単純な形で描かれてきた。また、

政治的・思想的メッセージも多様な形で提示されてきた (Witek 1989, McKin-

ney 2008)。

「Maus」と「はだしのゲン」は、戦争コミックというジャンルに対して重要

な貢献をしたが、その位置づけを評価するために、今一度コミックが一般的な

歴史及び、第二次世界大戦の経験を描写してきた多様性についての、より良い

認識が求められる。第二次世界大戦が文字通りに世界的な戦争だったが故に、

世界中のコミックにおいて表現されてきた。まさにここに、様々な国と大陸か

ら生み出されたコミックがこの戦争を戦時中、そして戦後、いかに描いてきた

のかについての比較研究の可能性を見出すことができる。その際、トランスナ

ショナルな、つまり国境を越えるような相互関係が見られるのか、もしあると

すれば、この戦争の表象に関するコミックのグローバルな伝統を特定できるだ

ろうか、という問題も注目に値する。

2　コミックにおけるアンネ・フランク

戦場に限らない第二次世界大戦のトランスナショナルな表象を把握する切り

口として、アンネ ･フランク、つまりドイツ軍が 1940 年にオランダを占領し

たとき、アムステルダムに住んでいたドイツ系ユダヤ人の少女についてのコ

ミックに焦点を当ててみよう。彼女は第二次世界大戦中、ナチスによるユダヤ

人の迫害の犠牲者になり、1942 年から家族とともに秘密の隠れ家に住んでい

た。この恐ろしい 2年間、彼女は日常的な観察とともに平和への希望を表す日

記を書き続けていた。そして、1944 年にその隠れ家が発見された後、アンネ

とその家族は殺されるために強制収容所に送られた。戦後、アンネはその日記

の出版により有名になった (Wertheim 2009)。彼女の生涯の物語は、スピーゲ

ルマンと中沢啓治の作品に描かれた個々の経験と同様に、ホロコーストをはじ

めとする第二次世界大戦の残虐を具体化しているからである。

コミック研究の分野では、まだ書誌学的データを検索するシステムが整って

いないが、世界中に散在するアンネ ･フランクを取り上げるおよそ 15 点の異

なったコミックをたどることができた1。その中には多くの国々で何ヶ国語にも

翻訳されたコミックもある。ポピュラー文化という分野、特にグローバル化し

ていくポピュラー文化については、作品の確かな全体像が得にくい。また、コ

ミックの場合は、必ずしも見分けのつくコミック本として発行されないものが

多いので、さらに難しい。とはいうものの、本論で取り上げるアンネの作品群

を見ていくと、コミックというメディアにおいてアンネの残した役割をある程

度まで明確にすることができるだろう。

本論の対象に選ばれた作品は、コミック史の約 50 年間におよぶ 1961 年か

ら 2009 年までの間に出版されたものである。アンネ・フランクが、最初にコ

1　本論は、シド・ジェイコブソン（Sid Jacobson）およびアーニー・ケルン（Ernie Colón）による『The Anne 

Frank House Authorized Graphic Biography』（Hill & Wang 2010）が出版される以前に報告したものである。
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ミックに登場したのは 1961 年春である。知名度の高いアメリカン・コミック

ス「Classics Illustrated（コミックス古典文学）」のシリーズのうちのひと

つである、「Teens in war’ - Famous Teens（戦時中のティーンエイジャー）」

という題名の下で紹介された (AFc Ⅰ )。ここにアンネはキャラクターとして

登場しないが、彼女の人生は図版付きの文章で語られてはいた。コミックにお

けるこの控えめな始まりは、ホロコーストを生き延びて、戦後、ヨーロッパか

ら北米に移住した数多くの人々が実際に経験した非常に悲惨な過去を取り扱う

媒体として、コミックそのものだけでなく学習ものコミックさえ適当ではない

というクレームの可能性に対して出版社はきわめて敏感であったということを

示唆している。

上記の学習ものが発行される以前のアメリカにおける戦時中のホロコースト

についての認識は、ジョージ・スティーブンス（George Stevens）監督によ

る 1959 年のハリウッド映画『The Diary of Anne Frank（アンネの日記）』に

よっているところが大きい。1952 年、つまり元々のオランダ語版の 5年後に

米国でも出版された『アンネの日記』は、フランセス・グッドリッチ（Frances 

Goodrich）とアルバート・ハケット（Albert Hackett）によって舞台劇化され、

1955 年にブロードウェイで上演された。この人気の高い舞台の延長線上に撮

影された同名の映画は、アンネの経験と沈思を世界中の幅広い観客層に伝える

ことに成功した 2。

映画や演劇のようなポピュラーなメディアは、確実にホロコーストについて

の関心を深めると同時に、ナチス時代のこの悲劇がもはや過去ではあるものの、

決して無関係ではない、ということを意識させた。さらに、ホロコーストは米

国に移民してきたばかりの移民の一グループそれ自身が経験した歴史的な出来

事でもあった。したがって、アメリカのコミック出版社が、長年、コミックの

形でアンネ・フランクの物語を提示することに慎重になっていたのは当然のこ

とである。

このようなためらいは、近隣のメキシコにはなかった。メキシコでは、第二

次世界大戦やホロコーストは遠い国の出来事だと思われていたが、コミックは

2　ホロコーストを生き抜いたアンネ・フランクの父オットーは、アンネ役にオードリー・ヘップバーンを希望し

たが、結局、10 代の登場人物としては女優ミリー・パーキンスのほうがふさわしいと判断された。

アメリカと同様に人気を博していた。これを背景に、アンネの人生に関するコ

ミックの発行は、アメリカほど複雑なことではなかった。1963 ～ 72 年の間に、

メキシコの三つの出版社が、アンネ ･フランクを伝記コミック・シリーズに値

する題材とみなしていた (AFc Ⅱ , Ⅲ , Ⅳ )。しばしば匿名の作家による大衆

向けのコミックの多くと同様に、それらも教育的な学習と娯楽を混合させた物

だった。アンネ ･フランクの経験は、幅広い読者層をターゲットとする宗教的

出版物における聖人やその他の偉大なキリスト教徒と同様に、模範的な人生と

して描かれた。例えば、「Famous Women（有名な女性たち）」というシリーズの

中に描かれる、ユダヤ人のアンネの隠れ家（史実とは異なり彼女は地下に隠れ

ている）には聖母マリアの絵が飾ってあるなど、カトリックの要素を持つ環境

におかれていた。

メキシコの三つのコミックの出版は、メキシコ文化における善悪についての

興味、また、メキシコ人たちが自分と直接関係ない、ヨーロッパの出来事と見

なしたにもかかわらず、第二次世界大戦とそれをめぐる物語の人気の結果とし

て現れた。同時に、メキシコでコミックが大量生産されたのは、単にコミック

にふさわしい新しい話題を求めていたという側面もあるだろう。しかし、メキ

シコでのアンネ・フランクについての既存のコミックを増版するか、またはそ

れに似せたものを作る代わりに新しいコミックが制作された。それらはすべて

以前からメキシコにあったアンネについてのコミックよりも、上記のアメリカ

映画と芝居に刺激されて作られていた。

3　他の大陸への広がり

次のアンネ・フランクについてのコミックは、1973 年ごろアジアに現れた。

ロドルフォ・ロファミア（Rodolfo Lofamia）によるフィリピン版『アンネの

日記』(AFc Ⅴ ) だったが、アメリカン・コミックが明らかにそのモデルになっ

ていた。「コミックス古典文学」というジャンルは既に 1940 年代末にフィリピ

ンに渡り、「National Classic Illustrated（わが国のコミックス古典文学）」

という名で、フィリピン人のニーズと好みに合うよう作り変えられた。本シリー

ズにおけるアンネ・フランクの巻は、おしゃれな戦後の衣服で飾り立てられて

いるキャラクターのロマンチックな恋愛物語という印象が強い。第二次世界大
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戦はフィリピンの歴史の一部ではあったが、ホロコーストは遠い国で起きた出

来事と見なされていた。したがって、このコミックの内容は、いくらか「難し

い状況下の不可能な愛」というありふれたテーマを主軸とする非歴史的物語と

なってしまった。そのため、学習的であるというよりも娯楽を重視したコミッ

クであったと言える。

1980 年代には、『アンネの日記』の翻訳版が増えるのに対して、ただ一つの

アンネ・フランク・コミックが出版された。1980 年代初頭、ヨーロッパにお

ける初めてのアンネ・フランク・コミックは、イタリアで登場した (AFc Ⅵ )。

有名な平和主義者について扱ったキリスト教系の伝記集の中で、アンネ・フラ

ンクはマーティン・ルーサー・キングとマハトマ・ガンジーと共に紹介された。

この理想主義的で学習的枠組みづくりは、メキシコに 1991 年以降現れたいく

つかのアンネ・フランク・コミックのかなり娯楽目的のものとは一線を画して

いた (AFc Ⅶ , ⅩⅢ)。

その後、アンネ・フランクは日本においても 3回登場した。その最初は、

1992 年に出版された『アンネ・フランク　平和を願う人の心に生きつづける

少女』である (AFc Ⅷ )。タイトルそのものは上記のイタリアの平和主義的コ

ミックを連想させるタイトルである。

犠牲者であるアンネがその理解しやすい平和主義的な姿のために日本での戦

争観において果たした重要な役割は、『第二次世界大戦と独裁者ヒトラー』(AFc 

Ⅸ ) という世界史のテキストにも窺える。表紙などにおいて彼女は、ヒトラー

やスターリン、チャーチルのような戦争指導者の中で唯一の「一般人」として

描かれており、人間による人間の凶行を象徴する個人としての彼女の魅力だけ

ではなく、ホロコーストの異常さも読者に伝えているということがわかる。つ

まり、ホロコーストはアジア的な視点からでさえ、第二次世界大戦の一側面で

あっただけではないということである。また、この学習ものには、マンガのキャ

ラクターをもってホロコーストを描くことに対してどんなためらいも見当たら

なかった。

上記の『第二次世界大戦と独裁者ヒトラー』という本の強い教育的な目的は、

2001 年に手塚プロダクションによって刊行された学習マンガ『アンネ・フラ

ンク』(AFc Ⅺ ) と変わらない。このマンガでは、若い読者がアンネ・フラン

クの経験を理解するのを助けるために、鉄腕アトムがしばしば登場してくる。

2006 年にアメリカ版 (AFc Ⅺ a) が出版されたとき、このコミックは、北米の

コミック市場において手塚治虫の作品がますます人気を博しはじめていたにも

かかわらず、あまり成功しなかった。なぜ人気が出なかったのかについては、

虚構のキャラクターである鉄腕アトムと、歴史上の人物であるアンネ・フラン

クという組み合わせ、しかも、ホロコーストのような苦痛で非常に際立った

人物とのコンビを理由に挙げられるだろう。1960 年代前半の状況とは異なり、

しかもスピーゲルマンの画期的作品が出版されてから 10 年後の当時、問題は、

コミックがホロコーストを表現するのに適していないということではなく、む

しろ、ホロコーストのリアリティを、フィクションに由来するキャラクターと

混ぜてはいけないという見解に根ざしたと思われる。

それを念頭に、アメリカの他の 2社が 2006 年にアンネ ･フランクに関する

二つの教育的な学習ものコミックを刊行したのは、驚くべきことではないだろ

う。単に『アンネ ･フランク』と題されたその一つめは、2人の原作者と 3人

の作画者が参加した共同制作であり (AFc ⅩⅣ )、ニューヨーク州の世界年鑑

ライブラリ叢書社（World Almanac Library）によって、近年の「グラフィック・

ノベル」ブームに便乗するかのような『Graphic Biographies』という伝記シ

リーズの一環として出版された。手塚プロダクションによる学習ものに対する

二つめの競争相手は、ニコラス・サンダース（Nicholas Saunders）による英

国版『The Life of Anne Frank（アンネ・フランクの人生）』(AFc XV) と併行

して発行された米国版であった (AFc XVa)。フルカラーで「アンネの実話」を

提示する後者は、その出版社によって、「笑いあり、アクションシーン満載の、

テンポが速く鋭いグラフィック ･ノベル」として宣伝されていた。しかし実は

謳われていた「アクションシーン」は、それに付け加えられた解説文の箱書き

や年表、用語一覧および索引などのため目立たなくなり、作品としてそれほど

面白くないものとなってしまった。

いくらか堅くないが故によりうまくいった試みとしては、うやうやしく、微

妙なユーモアを交えながら、アンネ・フランクのホロコーストの経験を描くこ

とに焦点をあて、それを若い読者に紹介したゲーリー・ノースフィールド（Gary 

Northfield）の 2ページ連載コミック『Anne Frank. The young girl whose 
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famous diary has inspired millions（アンネ・フランク　有名な日記をもっ

て数百万のもの人々を感動させた少女）』(AFc XVII) が挙げられる。それは、

2009 年にイギリスの雑誌『National Geographic Kids（子供のナショナル・

ジオグラフィック）』に「The world's greatest heroes（世界の最も偉大な英

雄）」というコミック・シリーズの一部として出現した。

4　ポピュラー文化のアイコンとして

ノースフィールドの短編は、おそらくまだアンネ・フランクはおろか、第二

次世界大戦の歴史についても多くを知らない若い読者にも向けられている。そ

れは、程度の差はあれど、学習的効果を狙う歴史コミックの特徴であるかもし

ない。しかし、ここ 10 年間に出版されたコミックにおけるアンネの表象には

新種の動向を見出すことができる。つまり、近年、アンネはもはやわざわざ紹

介を必要としなくなってきているのである。現在、ポピュラー文化において彼

女自身の実在を超えたところまでの意味を獲得し、簡単に認識できるアイコン

となってきている。そしておそらくこれと同じく注目すべきなのは、アンネと

いうアイコンが特定の表現メディアにとどまらないということである。

アイコンとしてのアンネ ･フランクを、最も早く取り上げたのは、日本在住

のフランス人バンド・デシネ作家フレデリック・ボワレ（Frédéric Boilet）

である。1999 年に、パリに本拠地を置く革新的なラソシアシオン社（l’As-

sociation）から出版された『Comix 2000（コミックス 2000）』という作品集に

収録されている「Hohoemidô（微笑み道）」という作品でそれを成し遂げた (AFc 

X)。『Comix 2000』は、セリフのひとつもない世界中のコミック作品集である。

その越境的な特徴は、日本在住の作家として葛飾北斎の作品に注目するなど、

さまざまなものを参考とするボワレの短編物語には特に著しく現れている。後

に、この物語は、日本語版として制作されたボワレと高浜寛の共作『まり子パ

ラード』にも収められた (AFc Xa)。

ボワレのこのコミックは、有名な写真やイラストに描かれた人々の微笑みに

焦点を当てた作品である。ある日本人の女性が、自宅であるかのような親密的

空間において紹介する写真は、例えば、第一次世界大戦の匿名のフランス人の

兵士や、「エノラゲイ」のパイロットであるポール・W・ティベッツ、およびア

ンネ・フランクの肖像などであるが、それらがボワレによって描き写された形

で出現する。この短編は、1840 年代初頭の葛飾北斎に影響を受けた数コマで

終わっている。ここでは、日本人女性のナレーターは刀を持った獅子の姿をし

たダンサーに変身し、笑顔が描かれている扇で自分の表情を隠すのである。つ

まり、ボワレの物語は、私と他者との緊張関係を感じさせるだけでなく、公的

に普段歓迎されている微笑みには、人々の私的な人生の悲惨な歴史的事情・状

況が隠蔽されている可能性を示唆している。これもまた、アンネ ･フランクが

いかに世界的に共有されている再認識しやすいアイコン的キャラクターになっ

ているか、また、このようなアイコンとしてはいかに、「事実の深刻さにもか

かわらず希望を保つべき」という単純なメッセージを担わせられているかをも

感じ取らせるのである。

ボワレの話の中で写真へと限定されてしまったアンネ ･フランクは、脇役の

一人にすぎず、他の脇役と同様にいくつかのコマにしか登場しない。類似した

脇役としての扱われ方は、ベルギーの「Spirou（スピルー）」シリーズの一話

である「Le groom vert-de-gris [The verdigris bell-boy]（国防色の馬丁）」

という、2009年のコミックにも見あたる(AFc XVI)。その作家であるヤン（Yann）

とオリバー・シュワルツ（Olivier Schwartz）は、戦後、バンド・デシネ界に

おいてタンタン（Tintin）の有力なライバルだったスピルーとファンタジオ

（Fantasio）といったベルギーの古典的キャラクターが登場する、新しい一話

を制作する機会が与えられた。

懐かしく、昔のバンド・デシネの表現を想起させるようなスタイルを重視し

た彼らの話の中には、ベルギー・コミック史を思い起こさせる暗示や駄洒落が

多い。その舞台は、ブリュッセルがナチスに占領された 1942 年と、連合国に

解放された直後の 1944 年である。主人公のスピルーとファンタジオは反ナチ

ス運動の闘志であるが、スピルーは、一時期、諜報活動に従事するが故にドイ

ツ側と協力しているようにみられる。それが暴露されると、ドイツ人は彼を逮

捕しようとする。ブリュッセルの屋上で脱出する時、迫害から隠れている若い

ユダヤ人の少女に遭遇し、彼女に助けてもらう。この少女は少年にキスを一度

もしたことがないので、彼に頼み事をする。キスの後に、彼女は彼の幸運を祈り、

離ればなれになってしまう。2年後の解放直後、スピルーは、彼らが会った家
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に戻るが、彼女が東へと強制送還され、殺されたことを知る。彼女について考

える彼は、解放を祝福している無知な群衆の間を悲しげに立ち去る。ところが、

一旦旧友ファンタジオに偶然出会うと、少女についての言及はもはやない。

この一話において、ユダヤ人の少女は（1959 年のアメリカ映画で、もとも

とアンネの役を演じるはずだったオードリー ･ヘップバーンの名前にちなみ）

「オードリー」と呼ばれているが、アンネだとすぐにわかる。作家たちがアン

ネを改名し、舞台をオランダの首都からベルギーの首都へと移したということ

は、アンネがいかにポップカルチャーのなかでアイコン化してきているかを表

している。彼女は数少ない要素へと還元されているからこそ、異なった文脈に

容易に移されうる。それにもかかわらず、虚構の中に実際のホロコースト犠牲

者を間接的に登場させることについて、上記の鉄腕アトムが出てくる学習向け

マンガのアメリカ版と同様に、批評家の間にある違和感を引き起こした。

異なった文脈にアンネを置き換えることの最も顕著な例は、アメリカのアン

ダーグラウンド系のウェブコミック「Anne Frank conquers the moon nazis（ア

ンネ ･フランクが月のナチスを征服する）」である (AFc XII)。ビル・マドロ

ン（Bill Mudron）によるこのコミックは、2003 年にインターネットに出始め、

今日まで連載されている。この歴史改変ものは、以下のようなストーリーであ

る。アンネ ･フランクの遺骨が 1955 年にベルゲン -ベルゼンの強制収容所に

おいて発見され、米国のある研究所に輸送される。そこで働いている気が狂っ

たドイツ科学者は、彼女を生き返らせなさいという命令を受けるが、彼はそう

することによって、無敵のロボットとしてのアンネを国連軍に破壊させ、ヒト

ラーが地球に戻り世界を制服するための条件を用意するつもりである。こうし

て、1980 年代のコミックでは、アンネは、実験室の若い門番に恋されたもの

の、2000 年代には最終的に、殺人マシンとして復活させられる。この架空で、

政治的に間違ったウェブコミックは、史実や、定着しているアンネ像をはるか

に逸脱している点では新しい。しかし、「善良なアメリカ人 vs. 邪悪なナチス」

という従来のステレオタイプにも留まってはいる。

5　まとめ

コミックにおけるアンネ ･フランクの表象を探求することは、作家や出版社

がいかに戦場をこえて第二次世界大戦を描いてきたかを確認させる。ホロコー

ストのような残虐な出来事は、スピーゲルマンの「Maus（マウス）」や、中沢

啓治の「はだしのゲン」よりはるか以前から扱われてきたが、その後も扱われ

つつある。また、本研究は、娯楽と学習、あるいはその混合といった目的にお

ける多様性に対する意識を高める。近年、より距離をとった自由な表現が目に

つく。それは、文学の要素を取り入れたり、既存の作品や異なった表現メディ

アを関連させたりすることを特徴としている。そして、アンネ ･フランクをめ

ぐるコミックの受容からは、コミックに対する諸期待の多様性、つまり、コミッ

クにおいて何の表現が可能で、何の表現が適切であるかを読み取れる。これは、

国や地域によって異なり絶え間なく変化していく重要な文化現象である。コ

ミックが、メインストリームであれサブカルチャーであれ、何を表象でき、表

象すべきであるかという可能性について、更なる注目に値する。

第二次世界大戦のような世界的な出来事の表象など、一つのテーマに関する

横断的探求は、コミック史における国を超えた発展についての理解をも与えて

くれると思われる。ただし、本研究は、作家たちが、昔の、しかも外国におけ

るアンネのコミックに対する意識があまりないことを確認させた。タンタンや

スーパーマン、鉄腕アトムなどの例外的なキャラクターを別として、コミック

界は以前のキャラクターや物語に対する歴史的認識があまり強くないようであ

る。ある程度まで、コミックは記憶のないメディアだと言えるだろう。しかし、

近年のボワレとヤンの例は、これが変わりつつあることを示唆しているかもし

れない。コミックにおけるトランスナショナルな相互関係はまだ特定しにくい。

しかし、コミックがその他の表現メディアととる関係は、ポピュラーカルチャー

とハイカルチャーというコミックが置かれている広い国際的な背景にも注目さ

せる。文化現象としてのコミックの変わりゆく位置を確定するためにも、トラ

ンスナショナルな類似点と相違点を含めて、コミックの意味と役割を分析する

際にも、この広い文脈に注目する必要がある。
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